
平和都市宣言

t空界むf重久平和i立、人主震災滋の尊重い-cある。
しかしながら、合81，王湾設界の滋e:1語、核毒事参(J)危主主をはらみ、
滋[ζ憂慮!こたえない。
わが閣法唯一の被爆閣として、 4主主主ii5の恐ろしてEと、後:t%)の務
しみなさEuH平の人々 に訴え、南1JL広!A・!l織の惨視を繰り還しては
ならない。
主主孫子市{立市民の生命と:l'i:i:在宅するため、いかなる図のい力、なる
荻兵器iこ対し主も、その廃絶在来め、ごとに平和都市を貿雲する。
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止
d夏休¥説荷楽Jしこく安全14h

い
よ
い
よ
護
休
み
も
本
替
、
本
搭
的
都
レ
ジ
ャ
ー
シ

i
x

ン
の
到
来
。
家
族
連
れ
で
お
か
げ
足
り
子
ど
も
逮
は
外
で
遊

ぶ
機
会
ガ
多
く
な
る
一
方
、
琵
遇
盤
も
増
え
突
通
事
故
の
発

生
ガ
山
配
さ
れ
ま
す
。
幸
せ
な
家
庭
を
一
瞬
巳
し
て
不
幸
巳

お
い
や
る
悲
惨
泣
長
通
事
設
を
泣
く
す
琵
め
、
皆
さ
ん
ガ
淀

瀧
ル
ー
ル
を
智
り
、
ゆ
ず
り
お
い
の
精
神
で
従
瀬
事
政
妨
ヰ

日一一品

事故は夜!語、関のおに多く発生しそのほ

とんどが、ス1::::'ードのよ話し逸ぎなど、基

本的なマナーの欠如によるものです。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆

事
ん
税
金
運
転
を

8
月
初
日
(
火
)
ま
で
、
「
互
の
交

通
事
故
防
止
運
動
」
を
笑
絡
し
ま

す。開
放
的
な
筑
品
川
は
な
り
が
ち
で

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
子
鉄
建
の
事
故

の
発
生
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

刊
日
に
も
お
よ
ぶ
長
い
瓦
休
み

は
、
ふ
だ
ん
の
生
活
で
は
で
き
な

い

い

切

っ

議孫子市設荷主器財政部広報広聴諜
'i'27Cト11主主E草子第主主孫子185器 常0471(85)1111

し
か
し
、

開
放
さ
れ
自
由
時
間
同
も
増
之
、
子

ど
も
遠
の
行
動
範
惑
も
広
が
り
ま

す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ
る
み

が
ま
ね
く
交
通
事
故
は
、
こ
の
時

一泉の

夜
を
涼
し
げ
に

1
万
5
0
0
0
発

今
年
も
、
手
焚
沼
治
化
へ
の
郡

い
を
こ
め
て
、
我
孫
子
市
、
柏
市
、

沼
南
町
の

2
市
l
町
会
認
で
8
月

3
日
(
土
)
午
後
7
時
か
ら
8
時
叩

8 fj 3民〈こと)午後 7時
かも Z時30分{爵天の場合
は48 (的、178(土)に)1誤廷〉

3
会
場
か
ら
打
、
上
げ
ら
れ
る

花
火
は
、
尺
玉
、
ス
タ

i
サ
イ
ン
、

仕
掛
け
花
火
な
ど
約
Z
万
5
0
0

0
発
を
予
定
。
我
孫
子
会
場
か
ら

は
、
湖
面
に
広
が
る
水
中
花
火
も

打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。

五
の
夜
空
を
張
や
か

に
彩
る
花
火
を
ご
家
族

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

V
我
路
子
会
場
挙
資
沼
公
開
潤

辺

交

通

規

制

当
日
は
、
右
留
め
と
お
り
交
通

規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
会
場
へ
は
、
電

雄
子
ど
も
の
飛
び
出
し
に
埠
窓

市
内
で
も
脇
道
6
号制綿、

3
5

6
号
線
と
い
っ
た
斡
線
灘
路
拡
か

り
で
な
く
、
故
近
は
れ
河
波
な
や
一
話

器
路
で
も
事
故
が
超
長
ぜ
て
い
ま
す
白

自
宅
近
く
の
広
場
や
公
醤
な
ど

安
全
な
場
所
で
あ
っ
て
も
そ
の
潤

辺
の
路
地
か
ら
の
念
な
飛
び
出
し

仁
V皆
様
同
ん
も
子
ど
も
の
飛
び
取
し
に

は
筑
を
つ
け
、
事
故
を
起
こ
さ
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ド無

7 !.理 d

イ。の
フ
行計牟

1商い

瓦
の
行
楽
シ

i
ズ

皆
さ
ん
の
家
躍
で
は
楽
し
い
旅
行

の
計
画
を
立
て
て
い
る
こ
と
で
し

ょ、つ。こ
の
時
期
は
、
行
楽
地
内
九
向
け

ス
ピ

i
ド
の

~家臨行ム匿ヨ一方制

ら
テ
レ
ホ
ン
サ

i
ピ
ス

い
ま
す
。
四
ω
(山
山
〉

9
9
9
9

V
問
い
合
わ
せ
手
交
沼
花
火

大
宮
実
行
委
員
会
宮
(
位
)
3
1

3
1、
商
工
綴
光
線

出
し
過
ざ
や
レ
ジ
ャ

i
で
の
疲
れ

か
ら
過
労
迎
転
に
な
り
が
ち
で
す
。

は

な

つ

っ

た

生
活
が
一
瞬
に
し
て
か
き
抑
制
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

e

レ
ジ
ャ
ー
や
帰
省
な
ど
の
際
は
、

交
通
渋
滞
が
予
怒
さ
れ
ま
す
の
で

い
ド
ラ

歩
行
者
・
畠
転

車
の
皆
さ
ん
へ

歩
行
者
、
自
転
卒
を
利
治
す
る

方
は
次
の

在
を
雑
誌
し
ま
し
ょ
、
っ
。

@
専
の
在
能
直
後
の
横
断
や
飛
び

出
し
は
し
な
い
。

。
信
号
や
横
断
歩
道
な
ど
安
全
は

交通災害見舞金
を支給します

生
し
て
い
ま
す
。

悲
惨
な
交
通
事
故
を
防
止
す

る
に
は
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル

ー
ル
そ
守
り
、
ゆ
ず
り
あ
い
の

つ

故

に

あ

っ

の

交

通
災
害
見
舞
金
制
制
度
(
下
関
参

照
)
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
申

識
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
o

v串
鵠
嬬
鰐
交
通
耶
故
発
生

~万一交通事敢にあったら~

炎治療S委主108以内… l方向;

災治療お数118以上… 1おに

つき100合同(180闘を後T.al

F山fI幸喜可見 舞

災袋発生の日から 6か月以内

の治療期!出i二係わる傷苦手

3071汚{主として5主役を綾子寺

し、かっ欽築家淡をおする人

iま5071内)

まE

8月31日まで

心
と
窓
の
力
、
ギ
を
か
け

犯

罪

う

死亡

fe1ご(災害発生のおからさ語絞

;ぷ放がま支援の底辺となってs
か災以内に死亡した者}

合ま章見

災
明
W
げ
品
分

日
か
ら
工
年
以
内

V
対
象
事
故
の
あ
っ
た
日

に
、
我
孫
子
市
に
住
箆
笠
鈷
を

級

は
怒
大
な
過
失
い
ね
よ
び
天
災
な

ど
に
よ
り
災
一
告
を
受
け
た
場
合

に
は
資
格
が
為
り
ま
せ
ん
。

V
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
部

璽

の

防

犯

運

動

夜

襲

籍

中

る

み
や
開
放
惑
な
ど
か
ら
、
ド
ロ
ポ

ウ
や
部
誌
な
ど
の
被
蹴
闘
が
自
立
っ

と
き
で
す
。

警
察
で
は
「
支
の
防
犯
連
動
」
を

8
丹
羽
臼
ま
で
築
緒
。
真
に
多
発

め
、
初
犯
協
議
会
と
協
力
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
つ
が
防
犯
に

心
が
け
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
、
夏

を
犠
し
く
安
全
に
過
ご
し
ま
し
ょ

、っ。

臨
転
車
・
オ
ー
ト
バ

イ
な
ど
の
盗
難
防
止

や
自
転
一
与
や
オ

i
ト
パ
イ
か
ら
離

れ
る
と
き
は
、
カ
ギ
を
か
け
る
ほ

か
、
チ
ェ

i
ン
銭
か
ワ
イ
ヤ
ー
鈍

を
併
せ
て
使
附
加
す
る
。

キ
i
を
抜
い
て
、
ド
ア
ロ
ッ
ク
を

す
る
や
卒
内
に
は
免
許
証
や
貴
重
品
を

入
れ
て
置
か
な
い

や
自
転
慈
に
は
住
所
、
氏
名
を
諮

し、

持
漢
な
ど
に
よ
る

性
犯
罪
の
防
止

や
諮
い
送
、
さ
み
し
い
場
所
で
の

一
人
歩
き
法
避
け
、
遠
回
り
で
も

明
る
く
人
濡
り
の
多
い
滋
全
地
る

つ

議
議
に
巡
え
に
き
て
も
ら
う
か
、

タ
ク
シ
!
を
利
用
す
る
。

や
せ
い
誘
い
は
は
っ
き
り
と
断
る

V
践
諒
子
響
察
署
宮
(
位
)
0
1

可

A
A
U

こ
の
誌
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

会夕
、、、涜，; 対及対si乙用域伎草虫色の3ち基
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住
岡
田
窃

日

(2) 

営住宅

1991. 8. 

市営住宅、

特日H

一、=(/j;Ie 
~ 
JilI 

市
で
は
、
ん
均
年
9
月
に
高
齢
者

の
長
持
を
鋭
い
、
敬
老
松
合
と
祝

日
開
会
お
織
り
し
て
い
対
象

し
ま
し
た
の
で
、
に
市
役
所

高
齢
者
懇
校
総
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
作
年
度
ま
で
に

串
欝
し
て
い
る
方
は
、
新
た
に
中

諮
す
る
必
要
辻
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
対
象
者
で
中
部
時
等
が

弱
い
て
い
な
い
方
は
、
高
齢
者
一
前

校
線
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

V
対
象

9
月

l
m税
在
で
市
内

第810さき

市
営
住
宅
(
小
容
、
来
我
孫
子

n
p
、
日
芳
、
都
部
)
、
口
u
究
特
別
県

件
住
宅
の
入
偶
者
を
次
の
と
お
り

一
結
集
し
ま
す
。

'v募
織
内
向
骨

V
入
勝
資
格

続
A
の
と
お
り

っ
て
い

る
山
市
内
政
住
・
私
勤
者
で
、

し
く
は
問
料
し
よ
う
と
す
る
親
族

が
い
る
方
。
た
だ
し
、

2
D
K以
下

の
住
宅
に
つ
い
て
は
、

mw
歳
以
上

の
男
性
、
日
歳
以
上
の
女
拾
お
よ

び
1
級
か
ら
4
級
ま
で
の
身
体
襟

何
者
千
憾
の
究
付
を
受
け
て
い
る

ガ
等
は
単
身
で
も
入
居
で
さ
ま

に
引
き
続
き

5
か
月
以
上
産
生

し
、
在
畿
に
該
当
す
る
方

V
申
概
期
限

0
0

月
9
門
口
(
金
)

V

祝
問
問
は
各
地
箆
特
…

，@引窃釦抑7け伽7
I (大疋2年 9見2日治か、ら大1正丘3i 
年吉月 1臼まで;にこ主ゑ主2ま主れた:方万 j

金

@88裁め方…...・H ・"12，000円
(明治35約月 2Bから明治36i 
浮き RIBまでにさゑまれた方 j

キ兄敬 J 老

す。@
臼
秀
特
別
制
祭
営
住
宅
住
宅
に

顕
っ
て
い
る
千
葉
県
内
に
6
か
月

'
以
上
署
往
し
て
い
る
方
で
、
同
居

も
し
く
は
持
活
し
ょ
、
っ
と
す
る
親

按
が
い
る
方
。

V
入
勝
資
格
収
入
基
準
い
ず
れ

殺
C
め
ど
お
り

0
0
月
分
限

嘗

v
都

瀦

糊

側

判

例

法

で

。

た

だ

し

、

い

間

柏
崎
は
引
き
続
き
募
集
し
ま
す
。

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
厚

生
議
社
会
部
宮
(
部
)
1
1
1
1

※
申
込
書
は
厚
生
課
お
よ
び
各
支

所
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

-48，000汚

3Z，QOOF守
-37，OOOfIl 

43.000内

11.500問

7.000内

23，900内

3DK 

3DK 

3K 

一一2 K i 

3K. 

2 

2 

5 

一一一一一一一
当
の
民
生
委
貝
が
直
接
お
届
け
し

ま
す
。
祝
会
は
飢
行
振
り
込
み
と

な
り
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ

@99哉の方…………20，000内
(明治24年間 2日から明治25i 
年2月1Bまでに生まれたガj

@80歳以上の方…… 2，000内
(明治併叩l日以前山れ)
だ方ただし88歳、99歳の方iま除く

@68歳から79歳の方

(規制問月 1 白から大正~J
年12Fl31Bまでに主主まれた方 8月10日は道の日

給与所得者1人の場合の卒F主義{建立年1年間の総収入金鱗です)表B

むよう

大
以下| 以下[ 以下i 以下i 以下; 以下:

2，208，OOOPl I 2，708.∞口汚 I 3.208.∞5内 3. 660. OOOr'J IもO告6，OOOfIlIι532今∞or弓

3.591.9991ηI 4.027.999円 I4.463， 999Pl • 4.903.999[') I 5.339.9哩9fTJ15ら779.999fT) 

f段{ほ

j校 HV

総収入金額

第
一
線

敬老祝品の支給開始年齢託

ついては毎年 l歳ずつ引き

~f、平成 5 年から敬悲枕品の
支給対象年齢は70識から79識
となります。

歩

い
た
り
、
織
で
走
る
た
め
だ
け

の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

で
は
、
私
た
ち
の
い
こ
い
の
場

に
な
っ
て
い
ま
す
。

8
月
刊
日
は
道
路
の
目
。
私

た
ち
は
、
道
路
が
身
近
す
ぎ
て

そ
の
大
切
さ
を
志
れ
が
ち
で
す
。

こ
の
機
会
に
、

を
や
っ

総収入金額

事業所得著者 1人の場合の早見表(前年 1年間の必華客緩型軽控除後の所得金額です)

同思議ぴ蛾鰍数|〆告人
笥 可-ら I(ネ身者〉

1.380.000内 11.730.000汚

表C

次
の

開

設

し

ま

す

。

い

で

の
際
法
、
な
る
べ
く
家
出
時
め

事
情
、
践
装
な
ど
の
わ
か
る
方

が
写
真
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

V
自
程

#
8
R
9
8
(金
)
結

構
枇
官
接
器
一
本

8
月
お
日
(
金
)
柏

沼
崎
し
本
部
か
お
の
お
知
1
h
y

ワ
勺
キ
ル
ヴ
ヒ
l
q
l

小
形
キ
ヴ
ヂ
ふ
ユ
エ
ヴ
Bha--一A
h

を
使
っ

T
V
3
方
ヘ

最
近
、
小
形
キ
ッ
チ
ン
ユ
ニ
ッ

ト
(
毘
3
)
に
組
み
込
ま
れ
た
ク
ッ

キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー
(
お
お
む
ね
昭

和
郎
年
初
月
以
前
に
創
造
)
か
ら

っ
て
い

ソ

2
〉
の
誤
作
動
が
原
因
で
す
。
ク
ッ

キ
ン
グ

b
!タ
ー
を
悦
っ
て
い
る

方
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

マ
事
故
原
因
①
電
源
が
「
切
」
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
擁
認
せ
ず
に

外
出
し
た
@
ヒ

i
タ
i
め
上
部
等

以
可
数
物
を
放
援
し
た
窃
ヒ

i
タ

i
め
ス
イ
ッ
チ
に
身
体
や
物
が
触

れ
て
後
綴
が
「
入
」
に
な
っ
た
o

v事
故

対

織

山

ス

イ

リ
/は

1
0
0
0
m門
能
後
。

m
w
ご
〕
杭
品
開
用
上
の
注
意
ラ
ベ
ル
」
を

は
っ
て
常
に
注
意
す
る
。

間的律問
m
し
な
い
と
き
は
、
電
源
の

農

署
員
会
一
的
h
v
m

所
有
す
る
農
地
お
よ
び

耕

作

地

の

申

告

者

農
業
委
員
会
で
は
、
民
地
法
第

um
条
の
規
定
に
よ
り
辺
地
基
本
台

帳
を
作
成
す
る
た
め
、
毎
年

8
n

l
回
現
在
の
小
作
地
の
所
有
状
祝

を

制

挺

し

て

い

こ

燥
地

-ν 

所
有
す
る
燥
地
お
よ
び
耕
作
地

の
多
少

ιか
か
わ
ら
ず
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
申
告
書
は
、
各
地
豆
農

家
組
合
長
を
通
じ
て
配
布
し
ま
し

た
が
、
ま
だ
屈
い
て
い
な
い
方
は
、

身TKV元を捜す

相談所在開設

へ
ご
述
絡
く
だ
さ

ミ
U
V

な
お
、
こ
の
申
告
訴
の
縦
覧
期

間
は

9
R
2
8
(月
)
か
ら
初
日

(
月
)
ま
で
で
す
。

農
地
の
許
可
申
請
・
届
け

出
泣
毎
丹
羽
日
ま
で
に

め

切

り

は

、

机

口μ
め
犠
令
は
そ
の
前
日
)
で
す
。

な
お
、
路
地
法
務
4
条
、
第
5
条

の
思
け
出
は
、
土
昭
臼
を
除
く
平

8
に
お
顕
い
し
ま
す
。

灘
間
問
い
合
わ
せ
農
業
委
員
会

間

ω※
納
付
開
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時

か
ら
午
後
4
時
(
土
問
、
日
叩
酬
は

除
く
)

V
問
問
い
合
わ
せ
県
轡
謀
本
部

媛
識
課
(
千
葉
市
中
央
港
ー
の

た
め
工
)
宮

0
4
7
2
(
幻
)
9

1
3
1内
掠
沌
の
2
3
3
9

「
切
」
を
硲
認
す
る
o

v問
い
合
わ
せ
キ
ッ
チ
ン
・
パ

ス
工
業
会
怨

0
3
(
3
8
6
6
)
8

7
8
6
、
(
社
)

家
沼
郡
枕

0
3

4
命
令
J
V

悶 1小型キッチンユニット
(標準モデル)

グ
一ンタ
キ
-
ツ
ヒ
ク

県
立
印

自 2クッキングヒーターのスイッ
チ操作部{おおむね昭和鈴若手10，E3
以前に製迭されたもの)

チ
賀
自
然
公
園

-開--"‘

定
の
符
為
は
届
け
出
を

豆
か
な
人
窓
生
活
を
築
く
う
え

で
必
要
な
自
然
を
探
設
し
、
後
世

に
引
き
縦
ぐ
た
め
に
自
然
合
淵
制

、
亀

υv

に
つ
い

て
賭
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

許
可
申
務
、
届
け
お
が
必
要
と

な
る
主
な
も
の
は
次
め
と
お
り
で

す。@
工
作
物
の
新
築
、
改
築
ま
た
は

増
築
(
建
築
物
i
応
冬
日
口
ま
た

は
延
べ
菌
戦
1
0
0
0一
千
万
灯
以

品
帯
広
借
物
等
め
掲
山
山
、

-
土
地
の
形
状
変
記
(
一
郎
m
m
q
Q
0

0
平
方
幻
も
し
く
は
、
切
土
ま
た

は
盛
土
に
よ
り
生
ず
る
法
の
訴
さ

5
討
を
超
、
え
る
も
の
)

V
問
い
合
わ
せ
県
環
境
部
自
然

保
議
談
窓

0
4・
J

h

(

お
)
2
0
5

6
、
来
別
飾
土
木
事
務
所
符
郡
一

課
岱

0
4
7
3
(併
)
5
1
3
6域医盟公然出出資手擁立炉立撲出



弱 露出5器

ン
タ
ー
で

海
北
会

1
の
立
の
日

〈
湖
北
駅
構
口
徒
辞

2
分
)

岱
〈

U
)
1
1
3
1

見
札
談
一

南|

一令官
中
和
ち
ゃ
ん
は
生
後
3
1

に
も
な
る
と
表
情
も
飽
か
に
な
り

よ
く
笑
、
つ
よ
、
つ
に
な
り
ま
す
。

保
飽
勺
ン
タ

i
で
は
、
こ
の
時

期
め
ぷ
ち
ゃ
ん
を
や
心
に
赤
ち
ゃ

ん
体
操
念
行
っ
て
い
」
ま
す
。
予
足

を
よ
く
動
か
す
こ
と
な
ど
、
お
母

さ
ん
の
働
き
か
け
に
よ
っ
て
赤
ち

ゃ
ん
の
成
長
会
す
ば
ら
し
い
も
の

に
す
ゐ
こ
と
が
で
冬
ま
す
。
お
筑

般
に
ご
相
抜
く
だ
さ
い
。

V
内
容
身
体
計
側
、
赤
ち
ゃ
ん

体
操
、
栄
接
相
談
、
数
料
相
談
、

育
児
努
め
相
談
な
ど

※
乳
児
健
絡
は
母
子
総
牒
誠
一
4

績
の

強
制
村
勢

(
3
i
6
か
月
馬
、

A
p
i

uか
月
間
消
)
を
山
利
用
し
、
法
鋭
機

関
で
岡
山
丸
け
ま
し
ょ
う

~. 

醒8月の日曜・休日当
砂診療雲寺湖 午前古時から午後5時

炉持診するもの保険証

(3)持91.8. 

壁際名病

4

『
時
間
均
相
説
日
韓

震キヰ内藤役"

J謁ぷ拘
口相王子

9 i縁日分から号待45分{芸家当児)

9 g，寺45分から10ft寺3寺分(その，主主将淡のあるブi)

すふ冬美C
5

方

、

j

h

却
方

返
る
「

(
あ
一

れ
の
一

ま
総
…

ゑ
抑
制
一

U
成
一

年

6

一

3

ら
一

成
か
一

一平

G

…

病主土 {中葛東

家庭児童相談室だより

みニん話時は要法意
相談話:月~金曜器〈午鮪10持~午後4時)

怨 (85)1111内線352(無料)

ば
え
基
本
的
な
生
活
溜
慨
を
身
に

つ
け
さ
せ
る
大
切
な
時
期
で
ナ
。

側
全
に
育
て
て
い
く
た
め
に
も
う

一
成
母
裁
、
父
磁
の
役
部
を
見
つ

め
な
お
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

桜
山
一
一
}
月
に
受
け
ら
れ
な
か
っ
た

方
も
ご
利
痛
く
だ
さ
い
。

V
持
参
母
子
飽
康
手
掛
瓶
、
問
診

菜
、
倣
ブ
ラ
シ
(
大
人
・
子
供
用
彩

l
本
)

4
4
1
織
6
か
月
完
鰭
麟
診
謹
臼
概

織
田

象

親
も
?
?
も
解
放
的
は
な
り
や

す
い
夏
休
み
。
子
棋
の
次
の
よ

う
な
行
動
は
注
意
し
、
家
北
に

気
づ
い
た
と
与
は
武
軽
に
家
蝿

児
童
相
級
塗
に
ご
紹
繰
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。

号
、
っ
そ
そ
つ
い
た
り
、
そ
わ
そ

わ
し
て
落
ち
殺
さ
が
な
く
な
る

金
金
使
い
が
荒
く
な
り
、
つ
つ

銭
を
ご
ま
か
し
た
り
す
る

φ
必
刑
判
以
上
に
削
減
数
や
髭
型
を

試
に
す
る

④
や
た
ら
と
電
絡
会
か
け
た
り
、

か
か
っ
て
冬
だ
っ
す
る

精
神
衛
生
相
談

い
ら
い
ら
す
る
、
隠
れ
な
い
、
顕

滋
い
、
や
る
気
が
お
き
な
い
。
身

体
的
に
検
授
を
し
て
も
築
常
は
な

い
が
ど
こ
と
な
く
す
っ
冬
り
し
な

mm健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
ん
な

心
の
憾
み
を
持
っ
た
方
の
た
め
に

粉
神
衛
生
綴
織
の
窓
口
合
間
聞
い
て

い
ま
す
。
心
の
持
ち
ガ
や
考
え
方
ひ
と
つ

で
ず
い
ぶ
ん
輩
わ
る
も
の
マ
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
に
お
銃
殺
に
ご
科

渇
く
だ
さ
い
。

V
由
申
し
込
み
電
鯖
ザ

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

wv
投
滋

横
山
連

髄診〔拾~J 慰
お鏡喜多をすか

合
月
の

田
親
学
級
、

し

お
わ
せ
学
級
、

題
之
り
醸
痛
教

室

栄
養
相
談

は
お
体
み
し
ま

す

日
長寺

休日救急歯科診擦所から
療..... 2科.........時..... B ....ごさお
所間際診場持か受及室参科て
古い〉療所参ら付び療 fflを
OA 妥社 形子 11自宅f8 臼くし、
むわ (休保持問月 だ
せ 市 Eヨ設 30 15休f!.

証分午 m白い

12丹までに甫拘委託援醸機関で受診を

今
年
に
な
づ
て
工
皮
も
受
診
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
同
月
ま
で
市

内
強
詑
医
療
機
関
で
提
絡
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
市
内
黍
総
慰
鏑
機
関

に
つ
い
て
辻
「
保
機
セ
ン
タ

i
の

ご
案
内
い
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

金
成
人
鵡
健
勝

V
対
象
市
内
山
叫
議
以
上
の
方

V
貸
鰐
無
料

V
-内
容
必
珪
測
定
、
成
検
査
、
血

液
検
査

惑
い
影
響
会
あ
た
、
え
ま
す
。
切
な
治
療
そ
党
け
て
く
だ
さ
い
。
…

…

健

康

メ

冊

。

去

、

母

乳

め

場

合

も

お

雪

管

の

食

事

で

か

た

よ

っ

た

…

ん
の
食
べ
物
に
よ
り
出
る
乳
が
こ
食
事
(
ス
ナ
ッ
ク
架
子
、
ジ
斗
ー
l

…

一

昭

和
U

輩

出

ん

刊

紙

福

一

震

に

よ

と

な

る

の

で

、

母

親

が

新

鮮

な

野

ス

類

、

諮

問

拐

の

も

の

l
m
mえ
…

…
り
、

3
脅

ん

の

聾

謬

査

が

行

菜

、

南

町

、

さ

か

な

そ

交

互

に

と

り

、

ば

新

鮮

な

野

菜

で

も

生

め

も

の

一

一

わ

れ

る

よ

う

に

な

っ

、

今

年

で

栄

雄

個

の

高

い

母

乳

を

出

す

た

め

に

サ

ヲ

ネ

i
ズ
ふ
ぞ
か
け
て
食
べ
一

一

約

お

年

が

た

ち

ま

す

。

は

、

偏

食

に

な

ら

な

い

よ

う

は

然

る

皆

富

市

〉

は

や

め

ま

し

ょ

う

。

…

一

今

回

の

法

改

正

と

と

も

は

斉

部

食

の

な

い

子

ど

も

は

儲

胤

一

…
鼻
科
の

3
歳

児

検

紛

が

市

で

も

剛

-

z

p

v

v

で
病
筑
に
か
か
っ
て
も
霊
感
に
一

一

行

わ

れ

る

こ

と

に

な

り

、

該

当

一

品

協

ヨ

L
b
Bん
か
ラ
は
な
り
ま
せ
ん
。
か
ら
だ
の
成
一

一ム

m
H
J吾
f
圭
一
日

一

見

に

は

惑

が

い

き

ま

す

。

酬

J
Y

長

だ

け

で

な

く

護

言

語

…

一

そ

の

と

設

は

耳

ぬ

科

的

な

日

能

等

も

生

後

6
か
月
か
ら
3
歳
…

一
頃
の
状
態
を
質
問
削
紙
に
性
い
で
に
な
っ
た
場
合
、
き
ち
ん
と
拾
い
を
つ
け
ま
し
ょ
う
ω

ま
で
の
発
達
は
関
党
中
干
し
い
も
…

…
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
て
赤
ち
ゃ
ん
と
対
話
し
な
が
ら
授
耳
鼻
科
弓
と
し
て
B
磁
気
を
つ
け
の
で
す
G
3歳
児
殺
絡
め
重
要
一

一

3
成
田
ん
健
康
診
班
で
「
ど
こ
乳
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
安
定
は
た
い
こ
と
は
、
か
ぜ
の
合
的
と
し
性
愛
お
話
し
ま
し
た
が
、
三
度
一

一
も
以
上
な
し
健
康
で
あ
る
」
と
リ
ン
パ
球
苓
の
免
疫
物
質
が
含
ま
て
中
耳
炎
、
一
脳
挑
炎
、
急
役
性
問
仰
の
食
事
は
様
躍
で
感
聞
の
念
を
一

一
い
わ
れ
た
と
ゑ
議
一
品
告
は
ど
ん
れ
、
誤
っ
て
喜
仰
を
通
っ
て
ゆ
腎
炎
、
急
慢
性
抑
制
ぬ
堅
持
言
語
こ
持
や
り
な
が
ら
食
べ
ま
し
ょ
う
。
一

一
な
に
う
れ
し
い
こ
と
で
し
ょ
に
達
し
て
も
心
配
あ
り
ま
せ
ん
す
の
で
、
か
ぜ
に
か
か
っ
た
と
冬
V
照
い
合
わ
せ
抗
議
子
市
保
一

一
三
妊
娠
、
出
仲
間
そ
れ
か
ら
の

3

が
、
人
工
栄
設
の
と
き
は
、
中
耳
に
は
金
制
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
忠
雄
史
認
叫
(
部
)
5
5
2
5

一

市
で
は
、
病
筑
や
ケ
ガ
な
ど
で

入
院
し
た
子
ど
も
の
器
諜
に
饗
す

る
費
用
の
…
部
を
扶
助
金
と
し
て

補
助
い
た
し
ま
す
。

V
対
象
者
市
内
在
伎
の
就
学
蔀

の
乳
幼
児
(
挟
婦
に
よ
る
入
院
が

7
段
以
上
継
続
の
も
の
)

V
申
諜
容
額

mw乳
幼
児
抵
鍛
紫

扶
助
給
付
申
則
前
番
号
乳
幼
児
医
療

柳
川
計
算
書
笹
山
間
得
税
額
ま
た
は
市

民
税
組
合
絞
明
す
る
も
の

※
な
お
、
内
容
に
つ
い
て
の
問
問
い

合
わ
せ
は
保
鎚
セ
ン
タ

i
宮

1
1
3
1
へ

相
仲
間
同
の
父
母
の
苦
労
は
大
破
で
す
。

ま
ず
タ
バ
コ
は
や
め
ま
し
ょ

う
α

「
家
経
も
一
鍛
燈
」
流
膝
ー
ネ
濯
、

未
熟
児
先
天
然
常
に
か
か
り
、
赤

ち
ゃ
ん
が
摘
気
に
か
か
り
ゃ
す
い

の
で
す
。
そ
し
て
母
乳
が
盟
強
的

で
す
が
、
や
む
を
え
ず
人
工
栄
諮

の
-， 

乳幼児

一部を補助む

※
必
要
に
部
じ
て
心
従
臨
、
鼠

成
、
山
地
縮
検
査
も
拠
地
し
ま
す
0

0
子
宮
が
ん
検
診

V
対
象
市
内
初
議
以
上
の
方

V
費

用

無

料

。
乳
が
ん
検
齢

V
対
象
市
内
初
蔵
以
上
の
方

V
賞
用
無
料
(
精
密
検
議
が

必
要
な
方
は
一
部
自
白
負
担
)

蝿
持
参
保
険
鑑

量
問
い
合
わ
せ

mw錨
セ
ン
タ

耳
鼻
科
=

六
!

A

拍
保
健
所
か
ら
鰐
づ
い
日

療

荷

指

談

V
対
象
盤
形
外
科
的
な
心
配
の

あ
る
日
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
先
攻

V
日
時

8
R訪
日
(
木
〉
午
後
工

時
か
ら
2
持

V
場
所
仏
側
斜
健
一
昨

V
内
容
盤
野
外
科
陸
に
よ
る
斡

襲
、
指
導
、
保
鰭
婦
に
よ
る
相
談
指

導

母
子
総
議
手
繰

3
鵡
児
健
康
診
驚

V
対
象
昭
和
印
字
5
月
生
ま
札

{
通
知
が
い
混
ぜ
ま
す
)

V
日
時

8
月
諸
問
(
月
)
受
付
午

後
1
時
日
分
か
ら
2
待
問
分

V
場
所
市
保
館
セ
ン
タ
ー

V
持
参
母
子
健
闘
域
手
服
、
歯
ブ

ラ
シ
、
尿

V
持
参

撃が日時 g月12陪〈月)午前言時

30分から午後3時30分まで(正

午から午後 1時までは体憩)

砂場所市投所玄関前

炉問い合わせ車生課

¥一一一一…

暴力、いじめ、読み、シンナー議びな

どの悩みごとはお気軽に少年相談へ

少年センターで3か年荷談

月曜日から会犠尽{午前9B寺~午後5袴}

社会教育隊内少年センター

(84)1900 <秘密厳守〉

T. Elll寺
炉主義高荷

量惨電怒



(4) (?s-d均 1991. 8. 1 

前
号
と
今
ロ
吉
の

2
回
連
続
で
お
送
り
し
て
い
る
「
シ
リ
ー
ズ
下
水

道
、
舎

E
は
、
下
水
道
の
使
え
る
範
囲
を
地
図
で
一

mし
な
ガ
ら
、
下

水
道
へ
の
接
続
方
法
、
接
続
巳
関
す
る
Q
&
A、
舎
年
度
の
工
事
予
定

な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
下
水
道
は
、
私
だ
ち
の
家
庭
や
工
場
な
ど

か
ら
出
さ
れ
る
活
れ
だ
水
を
集
め
、
処
理
場
で
き
れ
い
に
し
て
か
ら

川
や
沼
に
返
す
施
設
。
私
定
吉
ガ
生
活
し
て
い
く
う
え
で
、
快
適
で
衛

生
的
な
生
活
璃
境
を
作
り
、
川
や
沼
の
水
質
活
濁
を
防
ぐ
な
ど
、
大
き

な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
下
水
道
の
役
割
は
、
合

後
ま
す
ま
す
璽
要
な
も
の
巳
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

日
下
水
道
課
日

令=第810号

下了、

尚

T
 

根

初

v

。v
u
f
川

、ド民、

J

Q
ト
イ
レ
は
ど
の
位
の
期
間

使
え
な
く
な
る
の
か

A

く
み
取
り
便
所
と
浄
化
槽

の
場
合
で
は
、
少
し
ち
が
い
ま

す。
浄
化
槽
の
場
合
は
、
排
水
設

備
の
外
回
り
の
工
事
が
終
わ
っ

た
時
点
で
、
浄
化
槽
に
つ
な
が

ど下
ん水
ど道

ん 22
広工
が玄

り辰
ま域
すが

下
水
道
は
グ
汚
れ
た
水
を
き
れ

い
に
し
て
自
然
に
か
え
す
。
大
切

な
水
循
環
施
設
で
す
。

市
で
も
、
公
共
下
水
道
事
業
を

頂
点
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
積
極

的
に
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

5

月
と
6
月
に
は
、
新
た
に
泉
、
栄
、

布
佐
地
区
の
一
部
で
下
水
道
が
使

え
る
よ
う
に
な
り
、
全
市
人
口
の

日
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
6
万
5

0
0
0
人
の
方
が
下
水
道
を
使
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
将
来
的
に
は
、
平
成
四
年

ま
で
に
全
市
人
口
の
叩
パ
ー
セ
ン

ト
の
方
が
下
水
道
を
使
、
え
る
よ
う

に
な
る
予
定
で
す
。

グ
ご
存
知
で
す
か
4

下
水
道
が
使
え
る
区
域

前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り

現
在
7
6
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域

の
方
が
、
下
水
道
を
使
え
ま
す
。
皆

さ
ん
の
地
区
が
下
水
道
の
使
え
る

れ
て
い
た
管
を
切
替
え
ま
す
。

ト
千
レ
が
使
え
な
い
の
は
、
お

よ
そ
半
日
位
で
し
ょ
、
っ
。

く
み
取
り
便
所
の
場
合
は
、

便
器
の
取
り
付
け
や
内
装
な
ど

ト
イ
レ
の
{
部
を
改
替
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ

ιの
で
、
浄
化

槽
の
場
合
よ
り
少
し
時
間
が
か

か
り
ま
す
。

区
域
と
な
っ
て
い
る
か
、
地
図
で

確
認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
(
水
色

の
部
分
)

下
水
道
が
使
え
る
区
域
で
、
ま

だ
接
続
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
一

日
も
早
く
接
続
の
工
事
を
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

接
続
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、

家
庭
か
ら
出
る
汚
水
が
市
で
設
置

し
た
公
設
ま
す
に
流
れ
こ
ん
で
い

下

水

道

に

接

Q

使
わ
な
く
な
っ
た
浄
化
槽

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か

で
の
汚
犯
を
取
り
除
き
ま
す
。

ω浄
化
槽
の
中
を
消
毒
し
ま
す
。

ω使
わ
な
く
な
っ
た
浄
化
槽
に

水
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
、
底
に

穴
を
あ
け
ま
す
。

ω浄
化
槽
の
上
の
部
分
を
取
り

壊
し
ま
す
。

間
表
面
ま
で
砂
な
ど
を
入
れ
て

埋
め
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
平
ら
に

な
っ
た
と
こ
ろ
に
、
花
木
な
ど

を
植
え
て
利
用
し
て
い
る
方
が

多
い
よ
う
で
す
。

町

町

A
…
浄
化
槽
は
か
な
り
深
く
埋

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
掘

り
出
す
に
は
、
か
な
り
掘
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
時

建
物
な
ど
に
被
害
を
与
え
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
一
般
的
に
は
次

の
方
法
に
よ
り
処
置
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

ω浄
佑
槽
に
入
っ
て
い
る
今
ま

キ良

西

利

る
か
ど
う
か
で
わ
か
り
ま
す
。

下
水
道
の
使
え
る
区
域
が
、
地

図
で
不
明
な
地
区
に
つ
き
ま
し
て

は
、
下
水
道
課
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

続

す

る

lま

下
水
道
に
接
続
す
る
に
は
工
事

が
必
要
で
す
。
こ
の
工
事
と
は
、
各

家
庭
の
ト
イ
レ
、
台
所
、
風
呂
な
ど

か
ら
の
汚
水
を
、
一
本
の
管
に
集

め
、
市
が
設
置
す
る
公
設
ま
す
に

つ
な
ぐ
工
事
で
す
。

現
在
、
く
み
取
り
便
所
の
場
合

は
、
管
な
ど
の
設
震
と
あ
わ
せ
て
、

水
洗
式
ト
イ
レ
に
改
造
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

浄
佑
槽
の
場
合
は
、
す
で
に
水

洗
式
の
ト
イ
レ
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
管
や
ま
す
な
ど
の
設
置
だ

け
で
済
み
ま
す
。

宅
地
内
に
公
設
ま
す
が
見

当
た
ら
な
い
が

Q A
本
管
を
入
れ
る
工
事
の
と

き
建
物
が
な
か
っ
た
り
、
浄
化

槽
な
ど
障
害
物
が
あ
っ
た
宅
地

に
は
、
公
設
ま
す
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
場
合
d

ゐ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
は
も
さ
ん
が
下

水
道
へ
の
接
続
工
事
の
と
き

に
、
指
定
工
事
屈
が
市
の
費
用

こ
の
よ
う
に
下
水
道
に
接
続
さ

せ
る
た
め
に
は
、
一
本
の
管
に
汚

水
を
集
め
る
工
事
を
し
ま
す
が
、

雨
水
だ
け
は
別
で
す
。
雨
水
は
別

の
管
で
道
路
の
側
滑
な
ど
に
流
す

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

、芝
、、』‘、、
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今
便
っ
て
い
る
管
や
ま
す

は
使
え
な
い
の
か

単
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

使
っ
て
い
る
管
串

2

が
、
こ

の
競
絡
や
基
準
に
合
っ
て
い
れ

ば
そ
の
ま
ま
龍
用
ず
る
こ
と
が

出
き
ま
す
。
指
定
工
事
窟
に
ご

相
蹴
く
だ
さ
い
。

A
智
や
桝
を
排
水
設
犠
と
い

い
ま
す
が
、
排
水
設
繍
そ
殺
鐙

す
る
場
合
、
一
躍
の
規
格
や
義

事

工

lま
指
定
工
事
底
で

下
水
遊
は
按
統
さ
せ
る
た
め
に

は
、
官
や
ま
す
を
設
渡
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
排
水
設

備
と
い
い
ま
す
。

排
水
設
的
協
の
紋
誌
は
、
市
の
条

例
で
、
指
定
工
事
症
で
な
け
れ
ば

で
ふ
切
な
い
と
決
め
ら
れ
て
い
ま

市

内

に

は

却

の

工

事

居

(
窓
饗
)
が
ゐ
り
、
指
定
工
事
窓
に

は
、
工
事
の
見
積
り
ゃ
監
督
を
す

る
伐
術
者
が
必
ず
い
ま
す
。
見
積

り
ゃ
ヱ
事
の
方
法
な
ど
、
よ
く
相

談
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

一一令出
…

ー

で

は

ご

う

で

し

ょ

う

。

一

一

二

A
引
い
吋
我
掠
子
市
に
は
、
い
ろ
い
ろ
…

山

い

明

J

な
下
水
道
の
施
設
が
あ
り
ま
一

}

1

1

 

一

引

い

川

u
u

す
。
処
理
場
や
ポ
ン
プ
場
は
策
…

匂

!

λ

…

減

j
V

懸、

g
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
手
…

…

同

和

凶

器

語

遊

歩

道

に

は

、

き

れ

い

な

一

一

日

制

討

中

ン

ホ

i
Z見
ら
れ
ま
す
。
一

一

M

、
誌
は
f

l

人
で
も
、
受
~
グ
ル
ー
プ
一

!

;

 

…

料

以

内

を

作

っ

て

一

よ

遂

の

し

く

み

…

…

引

1

J

Z
舗
な
ど
も
調
べ
て
み
る
の
…

…

3

せ

奪

還

も

よ

い

で

し

ょ

う

。

下

水

議

…

が
、
お
手
一
信
い
し
渓
す
。
一

一
小
・
中
学
生
め
皆
さ
ん
、
友
株
皆
さ
ん
の
研
党
成
来
を
自
由
一

…
み
の
自
由
研
究
の
総
離
は
決
ま
研
憎
ん
だ
け
で
な
く
、

9
見
に
行
…

一
り
ま
し
た
か
。
ま
だ
決
ま
っ
て
ゆ
わ
れ
る
下
水
道
促
進
デ
ー
に
部
一

一
い
な
い
人
は
、
下
水
道
を
選
ん
判
糊
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
一

8. (5)時91.

下水道工事に

三力 を協
ち，守

、圃静

平
成
3
年
度
に
予
認
し
て
い
る

は
、
地
図
に
示
し
た

(
黒
色
の
部
分
)

予
惣
さ
れ
、
ま
た
地
下
に
埋
設
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
広
域
開
刷
辺
の
皆

さ
ん
は
は
、
大
紫
ご
迷
惑
を
お
か

け
す
る
こ
と
と
忍
い
ま
す
。

工
事
は
十
分
注
意
を
し
て
行
な

い
ま
す
が
、
品
開
さ
ん
円
山
も
ご
協
力

を
お
結
い
い
た
し
ま
す
。

な
れ
相
、
工
事
の
く
わ
し
い
内
容

等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ヱ
一
や
は
入

る
前
に
説
明
会
を
四
郎
く
予
措
で
す
。

Q

操
縦
エ
獲
に
は
い
く
ら

稔
策
濁
が
か
か
る
の
か

A

管
を
入
れ
る
燥
さ
、
場

所
、
便
器
の
轍
額
な
ど
に
よ

勺
異
な
り
ま
す
。
擦
準
的
な

問
問
紫
と
し
て
は
、
く
み
数
り

健
一
併
の
場
合
、
約
ω
i
m山万

円
、
浄
作
摺
の
場
合
は
約
加

万
円
俄
マ
す
。

でにヌ
設、主

窓指ー
し定 6
2主工ょ
す事 3
o m ~ 
-/，11 -

市ミ
グコい。
焚《
用 i

家設備総;お銭2368

県城茨

地閣の見わけかた

すてユに下水道が捜える区域

1:.:工事費名ぃ 住) 話;所 官寂

総長義隠管工 栄39蜘l 82-0171 

;獄図窓側〈道工業
令、

182-2018 船戸トト5

樹我孫子設綴 本1l!J3町 6-1 82-8111 

栂岩井設備工業 冷静415-2 88叩0357

織かくふや水道底;家殺孫子2-34-14 82-0265 I 

崩嶺岸設綴工業 寿会下7 82冊 3940

備中野設備工業所 湖北台ト3-1
、

機滋辺管工 ヶ戸~438叩1 84ぺ111

場渋谷'It気水道設鍵 新木2070ゅ3 88勾9131

i 偏西村設備 高野山394-2 82-5394 

l織成島設備 布佐2269 89-1211 

渡辺設備工業鰯 我孫子1082-1 82即7020

樹渋谷総会設備 我孫子417“ミ 84-3330 

勝中村設綴工業 青山台2-1-12 82-3423 I 

叉:E.会設備工業総:柴崎台2-1-21 84時2567

鰯丹羽工業 布佐845-1 ssm7272! 

偏向路管工 布佐2456 89-2455 

揚照沼設備工業 江蔵池712

市

こ二

本自

.fS 

震7刀
ロ

している区域今年度に工事を

手賀沼流域下水道の本管と処斑場までの汚水の流れ
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内叫〈心的〉???。

合
〈

MM〉
3
6
5
5

怨
(
部

)
T
3
T
a
i

公

(
h
u
)
0
5
0
5

一-
~ 

⑮
湖
北
山
口
分
総

⑧
布
佐
分
間
間

窃
移
動
図
欝
舘

(C)-

画一原爆開量何一

議
し
て
山
い

に
関
す
る
本
会
総
介
し
ま
す
。

V
機
名
(
著
者
)
本
東
京
大
空
襲

(
什
十
乙
友
勝
一
万
)
牢
絞
小
用
詩
集

(

a

一
一
附
一
期
)
本
欲
シ
ガ
リ
マ
セ

ン
欲
し
が
り
ま
す
牢
昭
和
め
戦
争

*
戦
争
め
山
?
の
予
ど

本
ア
メ
リ
カ
ひ

じ
気
H

・

申
…
山
冬
容
認
」
ヒ
U
-
Y
7

・
メ
モ
リ

ー
*
広
島
長
崎
修
学
旅
行
案
内

(
松
一
五
党
)
*
B
本
の
原
即
時
文
学

①
i
O
本
戦
争
議
内
(
一
戸
弁
図
的
造
)

な
お
、
地
に
も
た
く
さ
ん
あ
り

知

}

V

錦町Gきま

楽
し
い
お
話
や
絵
本
の
読
み
開

か
せ
を
行
い
ま
す
。
4
歳
か
ら

9

地
く
ら
い
の
チ
ピ
ッ
子
銭
ま
れ
F

V

*

g

R

I

段

、

日

El 

ホ
8
月
8
8
(
木
)
、
幻
日

佐
分
館
お
は
な
し
の
部
鐙

V

時

間

午

後

4
持
i
4
時
ぬ
分

。
湖
北
台
分
館

日
水
彩
繭
(
児
猿
蕗
〉
H
は

V
作
品
・
作
者
花
:
ス
納
怖
さ
と
子

(
天
王
ム
口
)
、
歌
の
レ
ッ
ス
ン
・
石

田
め
ぐ
み
(
路
北
ム
口
)
、
問
問
・
川
田

椅
柴
(
湖
北
胃
友
山
川
・
小
林
健

…
郎
〈
糊
北
・
、
一
ブ

i
メ
ン
お
い

し
い
恥
…
税
務

。
布
佐
分
離

H
油
給
H

(荒天}
中止/(自鶴:)警

ず)j'

〉市民図書館古典文特性募集〈

「万禁1主1kよむJ
9
R
Mぬ
自
U

(

木
)

V
作
品
・
作
者
人
形
・
内
海
靖
正

(
湖
北
ム
口
)
、
機
・
矢
沢
績
予
(
一
米

我
掠
一
ナ
)
、
内
出
援
の
あ
る
家
・
木
村

明
牒
法
制
問
問

初
日

8
n
1門口

市
民
問
機
館
古
典
文
学
鱗
附
植
を

志
衰
の
日
穏
で
一
行
い
ま
す
。
今
開
制

の
テ
!
?
は
「
万
葉
集
を
よ
む
」
で

す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

V
会
場
市
民
会
館
第
2
・
3
会

V
定
員
印
名
(
会
思
出
席
で
き

る
方
)
、
応
募
多
数
め
場
合
抽
選

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
武
器

OORぬ
沼

係
官
(
U
m
)
1
1
1
0
へ

罪事
閤

容

内

午前10時から正午

動s姻観
六ハ
7
1

・

れ
れ
け

ム

O
)
一O
下

川口一一

u

d
V
3
ト

イ
刊
は
ッ

デ
〔
〕
何

L
八
円;… 

公
民
館
講
窓
生
募
集
〈
3
年
度
後
期
)

む
ル
パ
3
ワ
ヴ
キ
ふ
ヴ
講
座

市
内
在
住
め
方

V
悶
悶
柵

Q
d
R
7
・
M
-
m
ω
・
部
段
、

日
月
5
?
U
-
m
w
門
位
、
口
問
バ

9
・
m-

初
日
の
計
四
回

※
い
ず
れ
も
土
曜
尽
の
午
前
日
時

ン

ト
出
摂
す
る
の
は
今
胞
が
は
じ
め

て
で
あ
る
。

グ
ル
;
ブ
が
結
成
さ
れ
た
の

は
、
昭
和
何
回
年
墳
の
こ
と
。
何
と
な

く
ロ
ッ
ク
を
は
じ
め
、
グ
ル
ー
プ

が

い

、

っ

。

田

ν

し
、
や
り
た
い
織
を
や
っ
て
る
だ

け
。
出
づ
く
り
も
メ
ン
バ
ー
4
人

で
ケ
ン
カ
し
な
が
ら
作
っ
て
る
ん

だ
」
と
自
然
先
的
な
グ
ル
ー
プ
。

メ
ン
パ
!
の
う
ち
ジ
ョ
ー
ジ
と

百
太
郎
は
、
久
場
家
中
学
校
の
出

身
。
2
人
は
、
中
学
時
代
の
野
球
部

仲
間
山
で
も
み
る
。

・
中
学
生
当
時
吋
、
野
球
部
の
縮
問

を
し
て
い
た
長
島
良
明
先
生
は
、

「
プ
ロ
の
バ
ン
ド
に
な
る
と
は
怒

っ
て
い
な
か
っ
た
?
す
ね
。
自
分

納
得
め
い 務

か
ら
庇
午
ま
で

V
塘
所
中
央
公
民
館

V
斑
良
川
ω名

vm間
購
料
2
0
0
0
m門

資
は
1
田
に
つ
き
6
5
0
丹
を
別

に
徴
収
)

V
申
し
込
み
・
問
問
い
合
わ
せ
往

援
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
記
名

(
ふ
り
が
な
可
年
齢
、
世

8
月
は
鍛
然
の
後
間
刑
事
設

が
多
く
な
り
ま
す
。
ご
家
織

の
電
銭
安
全
を
閥
均
蕊
し
て
み

ま
し
ょ
、
つ
。

漏
電
に
よ
る
惑
電
や
火
災

な
ど
の
災
害
を
妨
ぐ
に
は
、

「
繍
笹
遮
断
器
」
と
「
ア
!

{ま

理課盤解緊金滞留

し
、
0
0
開
バ
口
。
間
同
消
印

有
効
)
ま
で
に
、
我
孫
子
新

田
話
中
央
公
民
館
営
(
位
)

0
5
1
5
へ

※
忠
謀
者
多
数
め
場
合

は

、

ぃ

、

8

月

初

日

っ
て
欲
し
い

ま
す
」
と
応
援
す
る
。

ア
マ
チ
ュ
ア
時
代
の
昭
和
白

年
、
出
年
に
は
、
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
も
参
加
。
市
内
の
若
者
に

は
な
じ
み
の
あ
る
ハ
ー
ド
・
口
ッ

ク
‘
パ

を
品
叩
け
み

効
間
別
的
で
す
。

な
お
、
電
気
安
全
に
つ
い

て
の
糧
援
は
(
慰
)
路
東
電
気

保
安
協
会
設
0
4
7
4
(
制
)

6
7
8
1
へ
ど
う
ぞ
。
資
朋

し、

り
上
が
れ
る
よ
う
な
、
祇
手
な
コ
F

ン
サ
i
L
γ

に
し
た
い
ね
」
と
話
す

ジ
ョ

i
ジ。

レ
デ
ィ

i
ス
・
ル

1
ム
の
出
横
一

っ
た
フ
ェ
ス

LADIES宍OOMのメンノ〈・・・
左からナオ(ギタ…)、百太郎(ボーカル)、

ジョージ(ベース)、ジユン(ドラム)

村
朽
の
灯
の
つ
ぢ
/
¥
点
る
月
間
凡
慈

行
々
子
家
路
恋
し
く
沼
暮
れ
て

打
水
を
し
て
風
鈴
の
出
国
に
憩
ふ

に
憩
ふ
組
ヰ
M

鈎
り
し
て

染谷築後遺

前

回

は

る

海
老
原
千
代
子

本
多
喜
久
子

鋭
部
八
寸
子

捜
し
守
水
に
沼
山
諮
る
行
々
子
昭
一
制
捜
仰

せ
せ
ら
ぎ
や
河
鹿
設
む
戸
旅
の
宿
諮
問
山
ま
さ

雨

空

や

誰

も

来

ぬ

鹿

半

夏

生

松

浦

白

梅

箪
刈
り
ぬ
お
し
ろ
い
花
の
咲
く
ヨ
ま
で
一
ニ
谷
和
夫

の
花
風
め
よ
す
が
に
匂
ひ
げ
つ
久
保
問
幸
枝

口

々

阪

中

J心手優
設や賀し
もす沼
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くぐ』ま
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Lニ Lこ
な
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して
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ぷ、 Jや
永半
年 王手
さとゴ二蛙~i皮
亡原 U.!0T辺
先せく
のつ夜フゴ
励子に里

コ

時

1
n
u

一

潟

幼

ひ
と
り
占
め
十
た
び
の
い
似
吟
能
舞
台
わ
が
人
生
に
ポ

ケ

は

そ

ぐ

わ

ぬ

明

佐

一

瓦
を
呼
ぶ
雷
雲
た
ち
ま
ち
通
り
ゆ
き
ト
タ
ン
を
た
た

く

雨

込

し

げ

き

公

予

4
4
4

嗣

盟
容
を
兇
一
よ
込
給
付
刊
誌
焼
、
え
て
蹴
か
が
や
か
し

ル恥

》
、
叫

III /.紅葉太選

討
議
り
ま
す
お

‘

V
熊
料
で
+
ナ
ン
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド

〈
自
認
怨
〈
的
∞
)
0
6
3
4
〉
本
庁

j
ブ
ン
レ
ン
ジ
〈
竹
下
仰
い
(
m
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3

3
3
0
0
〉
ホ
テ
ー
ブ
ル
、
ホ
ル
グ
ン

〈
海
送
波
宮
(
幻
)
5
6
7
0
〉
申

一
ベ
ピ

i
黒
木
製
い
す
、
吸
入
器
〈
木

一
村
合
(
U
M
)
4
6
0
2
〉
*
エ
レ
ク

一
ト

i
ン
〈
大
家
官
三
)
4
6
4
0
〉

‘

H
H
穣
っ
て
く
だ
f
t
H
H

静旬
文芸だよりは奴さんがつくるコーナーです。

締切は毎月訪日(必殺〉。ハガキでl人 1作に限

ります。
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事輩認 a ステーシ霊ン冬 主義 五時 時間(午後}

Jj{ 
7 
や 最善 冷車j; ((1 m :(字公 i渓 1:30-2:ぬ

. ì~P， ヰ乙 : ーと 筆誇 》ド 下←~f 王手 事:1'¥ 2:20-2・50
21 
新木曽f あらさ:J!fストア災 3:]0-尋:00

8 
天 J:tllU 芦之ミE T; *' ~.:. Rt公除l 1:30-2:00 

木 . 天王台在意 浅野谷 3 号公日立1 2:10-2:50 
22 

~ IlJ t討 3政恥匂な d仰Itf E 4 サ公 ~I 3:10-4:00 

E 久号宇君買 久若手家あけぼの公開 2:00-2:45 
会
23 つ〈 し聖子 JIt念、シヲツピングセンタ…~ 3:∞-4:00 

水
14 君子 佼 者s rr. 王手 貴君 2:00-2:30 

28 耳v俊平手話会 :(p t主放送界草センタ 3:00-4・00

15 
I~ III }芋後者主役宅入 o 1:40-2:20 

* 
. 虫色 フド )L 石家具案主添え発 2:30-3:00 
29 

-EL2 令 関 言f 133 持患 尻 ノふ又J、 関1 3:20-4・00

手足 fコ 綴 1つ近隣センタ 2:00-2:40 
余
30 っくし野 JIt;j:;、ショッピングセンタ…後 3:00-4:00 

*
婦
人
用
自
転
車
〈
渡
辺
宮
(
部
)

5
5
8
6
〉
牢
車
用
子
供
い
す
〈
縄

本
位
〈
お
)
3
6
8
7
〉
*
慌
気
治

療
総
ヘ
ル
ス
ト
ひ
ン
〈
物
館
惜

(
M
M
)
5
8
3
2
〉

V
申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
迎
接

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
コ
!

ナ
i
掲
載
は
、
電
話
で
市
民
生
活

課
滋
焚
生
活
保
守

V
間
同
い
会
わ
せ



露出号音一、z

4
町
会
に
分
か
れ
た
際

説
布
、
会
員
数
は
加
世
帯

3
班
で
緋
成
さ
れ
て
い
る
。

発
足
お
初
か
ら
会
長
を
務
め
る

川
上
段
介
さ
ん
に
自
治
会
を
紹
介

し
て
い
た
だ
い
た
。

「
北
田
は
、
こ
の
辺
も
繰
が
多
く
静

か
で
し
た
が
、
北
柏
駅
か
ら
歩
い

て
約
日
分
と
い
う
こ
と
で
、
最
近

は
開
発
が
進
み
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建

(C). 4蕗

口
門
U
J
I
l
-
-
ぁ

8. 

'H吋
の
博
物
館
の
第
7
因
企
画
畏

「・
P
U
つ
p
s
f
7
3

ヨ

れ
車
グ
竪
E
C
カ
7
Eト
2

E

九
土
)
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

展
示
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
沖
縄
で
し
か
見
る
こ
と
の
で

「自治獅]
み
ん
な
で
仲
よ
く
、

戸ど戸事長

511す!住
zlつlみ
El前官
官!進lい

ま
ち
づ
く
り
へ

位
さ
れ
る
な
ど
癌
沼
環
椛
も
変
わ

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

町
会
の
特
徴
と
し
て
は
、

3
蹴
叫

に
な
っ
て

ーーーーー........ 

町
会
と
し
て
の
活
動
で
は
、
袋

小
路
に
な
っ
て
い
た
道
路
か
ら
6

へ
の
接
続
階
段
や
箭
路
町
、

ミ

ラ

!

の

会

員

会

の

ニめされ
て
い
る
カ
ン
ム
リ
ワ
シ

や
キ
ン
バ
ト
な
ど
も
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

2
踏
の
諮
堂
で
は
沖

総
め
い
弘
説
明
似
師
仰
が
抑
制
作
し
た
ビ

デ
オ
「
山
絞
め
自
然
」
(
口
分
)
を

総
時
上
戦
。
沖
縄
器
有
の
生
物

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

馬
博
企
臨
麗
勺
沖
縄
の
野
患
い
関
寵
中

(7) 1991. 

げ
仏
刊
が
や
っ
て
来
た

由
崎
幸

で
い
る
所
も
あ
る
の
で
、
今
後
は

火
災
な
ど
緊
急
時
に
備
え
て
紡
火

訓
練
も
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

そ
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
が
読

ま

つ

い

、

融

和

が

図

れ

り
そ
行
い
、
一
つ

っ
て
い
弘
む
た
い
と

ん
サ
ー
ク
ル
活
動
に
利
用
し
て
お

り
と
て
も
必
ん
で
い
ま
す
よ
。
こ

れ
か
ら
も
、
会
只
泥
土
は
も
と
よ

り
地
域
の
方
々
と
の
交
流
会
}
探
め

る
活
動
拠
点
と
し
て
、
大
い
に
利

用
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
J

V
会
長
川
上
康
介
根
戸
1
1

9
1
の
日

一一一J晶

ー‘
b
h
A
，‘
ze----aa'a，毛争‘
.
e
-
e
‘ea--e
・ι'e，争昼曹を
-
eき
も
も
も
&
ヨ

a，n
a
・‘‘，‘，‘曹、

げようどう

す
ι
t
J

抗

i
平
等
京
城
で
十
五
問
、
十
日
仏
加
や
地
…

7
均
一
?
?
と

8
3み
}

と

し

4
M霊
童
怠
R
V
L
K
、

富

岡

i
都
市
沼
山
州
側
、
米
地
聞
な
ど
の
掛
執
が
、
一

・・
/
M
圃

曹

と

ピ

ラ

て

ん

吋

州市指
i
五
道
舷
守
的
や
地
底
持
ち
で
一
出
泌
さ
…

…

ま

ち

な

く

お

設

を

選

、

え

ま

す

の

恐

一

部

か

ら

、

こ

れ

ら

を

信

仰

し

れ

、

信

仰

さ

れ

て

き

て

い

ま

す

。

…

あ
z
w
e

く
れ
ん
じ
よ
う

…

が

、

こ

の

こ

ろ

帝

京

、

も

墓

参

て

き

ま

し

た

。

七

…

部

品

叫

fete-
問
問
-
知
山
政
I
謹

上

玉

な

か

で

も

下

ゲ

号

制

主

主

一

ぽ
い
に
ち
ば
っ
く

一

り

や

先

桟

扶

養

な

ど

で

ま

加

に

こ

の

信

仰

は

、

世

間

府

の

時

代

十

三

自

己

中

agee-
大
門
戸
如
来
ゐ
testee
悲
百
五
は
、
・
一
議
四
年

(
1
7
5
4
)

…

こ
〈
う
ぞ
う
じ
併
L

一
一
赴
く
と
、
お
ど
ろ
が
い
パ
ろ
し
い
に
道
教
の
授
す
Y

つ

け

た

民

間

信

託

十

一

一

言

忌

l
虚
空
議
諮
問
躍
l
慈
閣
の
十
五
一
凶
と
、
死
出
の
旅
ん
や
一
一

一

地

獄

の

有

様

や

、

鴇

州

地

銀

な

ど

仰

に

発

し

た

と

い

わ

れ

、

日

本

へ

怠

主

犯

の

一

川

以

で

無

心

に

遊

ぶ

史

子

…

…

の

十

三

民

を

ザ

怖

い

た

掛

軌

を

呂

は

平

安

時
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末

期

に

伝

わ

り

、

鎌

を

救

い

に

現

れ

た

幻

誠

一

北

口

説

を

…

…
に
す
る
加
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と
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あ
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ま
す
。
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i
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l
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認
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お
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一
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?
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川
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日
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ど
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誠
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A
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蜘

白

骨

官

事
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い
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が
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昨
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f
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山

町
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お
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ぼ

う

さ

ん
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一
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1
l
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一
一
一
ー
噌
E
E
1
J

‘
司
-
汗
J

一
一
叩
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簡
鷹
瞳
睡
眠
醤
棚
曹
富
田
掴
調
脚
騨
畢
圏
輔
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嗣
r
i
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いー一
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冬

一

霊
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悔

し
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一

一

一
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一
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一

一

1
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一

一

j
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一
一

J
1
1
2
A
B
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J
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一
ト
一
一
一
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は
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匂
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勺

m
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-

-
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-
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γ
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ふ

!

}

t

j

l

i
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ト
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l
j
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…
現
…
京
、
設
誌
を
つ
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よ
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ト
l
i
l
i
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-
f
i
l
i
l
i
-
-
i
lト
i
l
l
-
l
l卜
い
い
い
い
い
い
京
協
治
午
前

21誌
に
は
と
逮
一

一
鋭
部
内
示
し
た
も
の
で
す
。
倉
時
代
に
入
っ
て
そ
の
忠
宏
、
作
開
株
会
訴
す
と
、
と
な
り
中
小
、
て
十
五
日
い
も
が
中
奈
川
の
川
の
例
措
仰
と
し
て
川
市
立
…

し
ぶ
う
f
ん

v

d

日

一
そ
し
て
、
人
間
め
死
後
に
、

ω
聞
が
奈
川
し
た
よ
う
で
す
ω

こ

の

加

え

ら

号

、

い

中

や

す

が

、

十

誌

の

あ

聯

…

鉱

山

静

の

氷

山

械

が

家

つ

ら

…

時

ん

ら

ず

い

ぴ

や

〈

ふ

ど
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し

ん

ζ

う

…
こ
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ゐ
り
ふ
J

ぷJ
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税
制
J
V
長
山
川
、
こ
ろ
、
仏
教
の
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地
部
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税
か
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初
七

nee-不
動
的
手
会
宗
主
数
は
、
…
…
…
十
三
郎
泌
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十
一
…
…
…
附
図
れ
て
い
ま
す
ω

…

一
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地
(
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・

k
m
m
松
山
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主
古
川
一
肌
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を
み
て
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手
足
一
一
匂
門
鋭
、
????ι
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ι

ぬ
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時
不
i
w
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一
向
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あ
た
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か
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法
た
俄
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こ
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し
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総
凶
器
、
散
な
ど
は
…

ち

〈

レ

ょ

う

カ

会

心

ん

U

冷

そ

う

て

い

か

い

さ

…
室
で
線
沿
・
地
獄
)
の
行
き
一
一
」
仏
会
加
え
て
十
三
仏
と
し
て
発
…
一
一
七
百

i
埼
管
一
線
、
333383333

ム
一
羽
間
十
点
こ
の
泌
総
ル
誌
に
光
州
混
と
な
る
じ
か
に
民
栄
首
に
う
っ
た
え
、
一

…

李

嘉

い

一

蹴

さ

れ

山

中

日

行

こ

間

ほ

し

ま

し

た

。

治

七

日

1

5

5

参
議
室
議
$33333335

・
淀
川
ま
と
い
う
、
在
米
の
偲
仰
か
ら
診
て
そ
の
強
烈
な
印
象
か
ら
、
人
々
一

一
と
か
ら
、
人
々
は
現
営
利
挙
」
十
一
一
一
仏
は
、
初
七
日
か
ら
一
一
一
十
主

5
・
3385558

地
減
税
率
i
m
削
減
主
い
る
め
で
は
な
い
か
、
と
考
、
ろ
り
の
信
仰
心
部
く
同
世
づ
い
て
い
る
一

み

ろ

く

へ

ん

信

U

一
一
禁
誠
一
年
生
を
額
、
っ
と
と
も
に
、
三
回
忌
ま
で
十
一
一
一
一
闘
の
仏
事
悦
議
六
七
与
i
弥
霊
長
seeda
努

翌

十

ふ

れ

て

い

ま

す

。

の

で

し

ょ

え

…

ゃ
く
し
た
い
g
ん

一
そ
れ
と
泰
一
公
し
た
地
獄
の
観
念
を
司
る
と
さ
れ
、
現
在
で
も
喜
一
七
七
日

i
楽
鰐
如
来
、
fees
太

主

我

孫

子

市

内

に

お

い

Z各
地

(

室

誉

会

二

195 

秀

嗣.. 

<-

さ
ん
に
最

な…紙

十

一

流

山

市
)
の
待
問
問
「
カ
ワ

セ
ミ
の
い
る
糸

川
京
」
が
議
議
秀
作
以

に
都
き
ま
し
た
。

な
お
、
例
年
ど

お
り
応
募
作
品
の

最
彊
秀
賞
に
輝
い

た
山
組
問
率
一
さ
ん

の
作
品

「
カ
ワ
セ
ミ
の
い

る
風
景
」

第

6
回
手
資
沼
写
真
コ
ン
ク
i
ん

あ

。
鍵
秀
賞
一
政
治
義
光
(
柏
市
)
、

思
鳴
い
つ
子
(
流
山
市
)
、
森
か

ず
お
(
沼
高
野
)
、
山
国
和
彦

入
選
作
品
は
、

8
月
2
R
か

ら
6
臼
ま
で
天
王
台
北
近
隣
セ

ン
タ
;
、

8
R
か
ら
U
H

臼
ま
で

布
俊
南
近
隣
セ
ン
タ
に
展
示

さ
れ
ま
す
。
の
箆
し
い
自
然
を
、

骨

ν

台
風
シ
ー
ズ
ン
の
出
水
期
を

控
え
、
我
孫
子
・
柏
市
に
よ
る
水

防
演
習
が
、

7
月
日
日
(
金
)
柏

市
布
地
地
先
の
利
根
川
川
第
l
堤

防
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

軌
を
掛
け
た
り
、
余
機
筋
り
に
つ

る
し
た
り
す
る
門
部
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
か
つ
て
さ
か
ん
に
一
行
な

v
d
h

叩〈しゅう

わ
れ
た
念
仏
議
な
ど
で
、
道
鋒
供

詫
(
生
前
供
養
)
と
し
て
十
一
ニ
仏

の
名
号
や
御
詠
歌
を
倍
、
え
る
と
い

う
こ
と
も
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
忌
日
と
十
一
ニ
仏
・
十
五
の

o 

議
時
間
本
部
職
員
の
指
導
の

も
と
、
五
礎
縫
い
工
法
を

液
習
す
る
法
訪
問
副
長

り
制
約
同
紙
川
川
の
水
伎
が
よ
料
押

し
、
提
坊
の
屯
裂
や
潟
水

な
ど
の
状
態
会
長
考

泌
総
菌
兵
に
よ
る
え
の
う
作

お

も

て

ご

と

〈

抱

り
や
表
む
し
ろ
張
り
、
五
徳
縫

い
な
ど
の
伝
統
工
法
が
、
本
番

さ
な
が
ら
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

水
路
演
習
を
実
態

万
一一一品

の
水
害
に

え
て

我
孫
子
市
史
研
究
日
号
璃
釘

第

4
四
柳
田
サ
ミ
ッ
ト
報
告
を
特
集

村
民
別
殺
は
ま
っ

沖
組
問
的
名
護
市
で

折

、

べ

り

況
や
戦
前
の
銀
行
山
況
な
ど
多
川
械
に

わ
た
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
協
力
投
窓
お
よ

び
市
史
編
さ
ん
窓
で
額

布
中
。
(
A
5
将
4
0
8
頁、

2
0
0
0
m内
)

.我孫子市史研究
:1991 '"二15

れ

び

あ

あ

棚、
丸}

ωョ，
<-



?991. a. 1 (8) 

tJaa副
l野田市県民ガレ安ジ1
b期鱒 9月 48く7Jく〉から竹月27

日〈ヱめさまでの全竹園〈発議100名、

6回以上参加できる方〉

砂寝所野毘市中央公設鐙

砂繁盛円容文学、歴史、民感学な

どく受議料無料〉

ーか@し込み・笥い合わせ 惣器で

8月叩8tl'ら26日〈土・日除く〉ま

でに野剖市教湾議員会社会教育諜

ままく23)31邸内線23へ

|女投フォーラムI'N'C社IBA
炉泊持 g持 58C木〉午前知持か

ら午後3詩〈入場無料〉

験場所 不案要素文化会舘

俳人箆 20∞名〈党務縮〉

~$し込み・鶴し\t言わせ申込用

紙〈市原生課iこ葡)1こ必要事演を記

入し、ニ子葉市市場部?のT熊本士会

部脅少年婦人課怨0472(23)2061へ

⑮⑧@⑧⑧ 
〈フ吾橋労協級合我孫子支部様く本

海〉からな会福祉擬設建儲義金iこ

と100指向の癒控ガありましだ。

。B本棋焼我孫子・海北支部様か

らみどり織にと、ティッシュペ-

/ '¥…360箱の努fl1ガありました主。

。我孫子社受ダシス詞好会様から

みどり窓辺と冷蔵爆の寄偲ガあり

ましだ。

。市民の方〈駿名〉からの緑の基金

1こと、 3万4000内の喜安倍がありま

した。

。今村蔵之助綴〈並木〉から社会福

祉漉霊安慈備基金ほとマヲツクショ

ーコンテスト、の収芸送金3300円の寄

惜がありました。

人ガ療援人事課ベ提出してくださ

し¥0

砂説験8 8月25日〈巴〉

惨試験会場我孫子中学校

※なお、受験資格等くわしい点は

ついては、募集繁領を鹿子ちしてい

ま宅すので、ご篠認ください。

炉問い合わせ人事課怨(85)竹竹

内線208

受け付けは12日(月)まで
穏でほ、王手法4年ヰ湾7巴深舟

予定餐そ霧築しています。

ル受fす期間 8月 T日から12巴ま

での午前9H寺から午後ヰ時 (38

let正午さまで、 4倍、10目、竹81et除

く〉

炉受験手続 人事霊祭で災ぱ主主る試

験申込懇iこ!lli¥婆警察演を自分で記入

のうえ、所定の惑類宅を添出して、本

一一、-~i 4為第81むをき

いそやま

磯山

たかの つばさ

高野翼〈ん
(湖北会.1滋6か月}

『長室農繁相駁Zおっつじ註10:00~11 :30 

.".結婚絡淡泊寿市民センター10:oo~14:∞

...-a穣道芸書隠=テレホンサーピス
暗然8鱗歯科関8=1休日鵬麟欝耕(ffia!鶴間以い11濁

丹 ....1l!.1配ごと穏絞口湾市民センターな00-15:00
1....消費生洛稽絞山市浅相談室~10:∞-15:00
l 附ffi~5霊祭E自体露 w昇格の簿物m徐m CTつつじ遊休箆

凶弾鰍=制機器∞から繍10名程度

ず消震堅生活稽談m市民総後2針。:0ひ~15:00

昨慰霊客相枝問実きず8渓センターき:3ト 11:30

木|げ笈!2栂駁口市渓ヰ8訟能0:∞~12:∞

金1:::謀議53雰獄管制問

暴力由選議忠誠設相
手策興察力(jjj迫波康民会議で

は、惑か邸追放怒哀遣を翁めるミニ

ポスターを募集しています。

険路事務規定 八ガキ霊祭衝は作成し

翻符!まa器。自イ侵条発表作毘で崎

努点羨究、資格の割隈はありぎなん。

炉応募方法・控奪い合わせ ハガキ

渓面!と住所、氏名、年錦、機護送また

は学校名、電話番号を暁きとし9月
30目。争当自湾効〉までは、平雲疑惑中

央 4の匂の7熊溺遣会館内手主義照

霊祭力(jjj潟放祭実会議会0472(54)

8930へ
※応器保田の著著作権[芯主{態管|こ織

選撃しき安す。

親三子ペワ」ーブ臼;体草案 r

スえク三ふーん参 JJO帯
砂邑締・場所 8悶2780入{)、28臼

く氷〉、午前の部 99苓30分から午後

O時30分、午後のきs2時から6時、

日本撃墜気〈株〉我孫子著書事業場

砂内容ワープむな使ってカレン

ダーと手紙を貌子で作成

炉対象市内在住小学生の綾子80

組〈先簿順ー参加無料〉

~密殺し込み e 鶴い合わせ 電話で

8問 28(金〉から98C金〉までに

同社総務課桜井、太田ままく85)7021

〈午前9時30分から正午〉ヘ

平或3空宇7月T巴現夜 *笥帯数39，532世欝
人口121，691人男61.071人女60，620人
@市役所本庁 85-1111 義勢市民間霊祭鑓本館84ー1110 湖北台
@つくし野支所 84-8801 分恕87…3055 布箆分館89…匂11
③湖花台支所 88-0828 移動図書醤館 87-0909
@湖北支所 88-2111 毒事都市改造事務所 85-1171
著書布使支部 89-2358 綴身体際議芸者福祉センター 88-0141
③教湾受員会 85-1151 望号あら告書留 88-4188
@水道局 84-0111 聖書つつじ経 88…0123
@消 防 署警 84…C119 修生活燃焼諜〈浄化慰)87ゅ2379
③少年センター 84一1900 ゴミ)87-0015(し尿)88-2547
(理署保健センター 87-1131 ⑧干行使南近隣センタ… 89-3740
;般市民会露出-3311 0天主台北近綴センタ… 82-9988
i i⑧中央公民館 82-0515 運惨殺戸近後センター 83…5363
i 番最烏の熔物館 85-2212 還野市民センター 努83-7722 湖北
;@市民体湾箆 87-1155 台88-ω27 布佐89…1193

l顕爆の臼記強行事|
炉問符 8時5包〈火〉午蔀10時
》場所手資沼公園内平和の記念

憐前

炉内容献花と黙とう

~誘い合わせ被爆者の会WEB笠宮

(82)4405 

51L 画
福
留一一瞬園りどみ

勝
額

8
月
錦
繍
糊

.... 、、、・.....・'.... ，. ... . ・・・ι・一・1・..・・・4".a ・......
4・.....
".~~~... .. ;: e・ι"・.
A・..~ ... 

0艇~ ~ . . 象・・ 4‘・...‘・.・.‘・・'・・・.・・..

木

JL Qß 土~市役所務庁〈ーおの施設峨く〉

i第5自我嘉子市絵臨農作自
b期日・場所竹島268からせ舟

T自家で、市民会鰭

沙おお草壁得 18歳以上の市内在

住、夜致、在学者

砂作岳部門・綬裕津陸、日本溜

〈知器~50祭〉彫刻等で宋発表作お

併出お紋・出お料 ?人?点!こ限

る。 1000円

ル応募方法 10月号G臼〈祝〉訟で;こ

部努時紙〈市役所本庁、きを完号、庁政

連絡所、数湾委演会で蓄と持〉で。

炉問い合わせ鈴木公(82)鍔00ヘ、

我ま菜子フィjレハーモニー!
;管室楽監j

'澱梅 戸マチユフフに眠る

砂パート監禁器、トランペット、

/てー力ツショシ、チューバ

惨綴務場所・日時消陪2fS:8s大会

議室、部週巴鑓日午前号持から正午

炉問い合わせ竹内定安(84)0239

1設嘉子太謹挙クラブ会奨!
砂練習自持

から4詩

験場所 培民体音響麓

険会費問2000需く入会金旬。。円〉

炉鰐い合わせ然自公(87)22∞、

よj原ままく83)0883C午後6時以経〉へ

信潜水際日午後2時
ヴィヴァ・マンドIj-ノ臨箆
マンドソシを芸蒸しみさ長せんか。

砂綴留日時・場所傍慾土曜日午

後3時から5時 き主義幼稚麗

炉問い合わt芝山中松(87)0960

土

舎

a 
j百Eミゴルフ大会i
'期8 8悶298C木〉、おおく金〉

炉場所我綴子ゴルフ猿楽部

~対象 ffir::宅在住の方

ル定員 200名〈各悶100名〉

修費問 3000舟〈プレー代、侵食等

は各自負担〉

惨幾授方法 1871¥-)レスト出ーク

プレー〈新ペリア方式〉

券信し込み・時い合わせハガキ

け人1枚)Iこ住所、氏名、性問、

生年時芭、ハンディキャップ、電話

番態§、勢加希望自宅壬明記伎と入もれ

let不可〉レ、 8月 88(木、必潜〕

さまで!と、我孫子1684教宵祭員会体

湾課丹市民ゴルフ実母護策会合

〈邸)1151へ
※踏努多数の場合、 8時5司〈金〉

害虫務委箆会で公開始遂容すいます。

|市民車涼大会l
~8跨 g母 T日く毘〉午前9時

炉場所需民体湾鑓

砂対象市内在住、在勤、在学努

事砂覆自・参加費 一般男女〈シン

クルス300丹、ダブルス600~宅〉中

学生〈シシグルス100開・ダブル

ス200円〉
※?入2種自家で出場主主

砂参加費当8徴収
ル申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、怒話芸警告号、大会名、

騒然名、診器瞳閉そ窃記し、 8月句

臼〈金、必務〉までに、湖北台5の5

の8鐙沢栄子役(88)1828へ
第2器我孫子オーブン家庭慾人
ドリプルダブルスs義援大会

金

3 

2 

8 

F

む

。ノ

4 

6 

1 

b磁獲 さ主活指毒筆箱羽箆〈若ニ;二名〉

砂勤務内容交替制u(態81こ関係
1d:く、夜鶴勤務のできる女J性〉

ー除草電金 持給810丹、去五通費支給

炉提出簿類緩鐙欝

》勤務先・関い合わせ精袴簿弱

者窓生施設みどり圏〈中;際2310)まま

〈87)0511へ

四千葉広援措企業罷職員!
診襲撃穫 …殺事務、土木、化学のよ

級・初級

炉翼箔 」二級豪華 昭革038年 4月2

窃からEfB結45年ヰ時T自生室長れの

者初級車聖詔和45年ヰ用2臼か

ら詔潤49王宮ヰ舟18生まれの苦言

惨事態袋入箆 よ-初級とも窓ネ名

炉受伶期限 8持268く母〉ぎで

炉試験日 9月?日〈邑〉

ー炉問い合わせ 北平繁広域7J:滋企

業(jjj総務部総務課〈松戸市小捜本

7番地〉合0473(64)6閃2へ

11@ 

13火(二期器開臨むから鰭路腕

JL4水時財閥幹市開閥的0-15:∞
CT柑合怨Z如í'ÕË完本!3~炎2針。:0ト15:00lL5本 l噌腕鮫=つつ戸間約muu
qd毅!鑓賂察白=1日鶴醤終報m(市民会劉)9:∞~11潟

Jl6金'..限民腕組4山

0・臼綴溢星雲5歪mテレホンモナ}ピス
48毅繍斜診刷出総縞麟診鯨(翻錦p:，冷静11:30

ヲ月i叩ごと勝保健セ万一9:00-15:00JL2F3i=-災通事故糊口市翻組関吋5:∞
~r罰E主題3察恕休m 申篤の持軍物m休鐙 珊つつじitt休mι

F

何
%
+
γ
V
H
A

一次みム
f
h
h山崎
H

・H-
一・一・一

司、、、
.. 九%九
九

レニングラード少年少女
合富閉コンサート

合唱臨の美しい歓声ぞお楽しノ

みください。

炉問鰐 8持10白〈ニ仁〉午後3隠

鰐壊、 3詩30分理署渓

砂入場料 8Frき1000円〈自閉席〉

華経鰐い合わせ社会数奇課

怨 (85)竹51

第?回初こヤングミュージック
フェスティIiJ[; 

地元出身のrレディ…ス・jレー

ムJ ガゲスト出演しきます。

少日時 8珂恰白〈こた〉午後?鍔

砂入場料 無料〈護連喜怒必要〉

砂繋理券配布場所 毅商議員

会、市民会鶴、中央公鵠館、~怒

館溜北台分鐙・干行使分館

..8跨 8月22日〈木〉午前9善寺

砂場所需民体湾建設

炉獲El 17'-…ム6名以上の3W

図録戦で、 A-8・Cランクi5U'J…

ク戦

砂参加費 fチーム3500円

~$しiるみ・問い合わせ現金喜怒

衝で住所、氏名、電話怒号、大会名、

酪体名、ランク別を部詑し参加療

を添えて、 8月58(司、!lli¥麓〉霊長

でにつくし野3の 5の103683常

子会(82)6974へ


